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®
 

サーボアンプ補助コンデンサユニット 

形名 DG2CP1  取扱説明書 

ご使用前にお読み下さい。 

このたびはドライブグッズ製品をお買い上げいただき，まことにありがとうございます。 

ご使用前に，本資料及び，当社MEEFANホームページに掲載のユーザーズマニュアルを入手頂き，以下

の項目をお読み下さい。 

・ドライブグッズ®駆動アンプ用補助コンデンサユニット 形名 DG2CP1 ユーザーズマニュアル(詳細編) 

 マニュアル番号：50EN-070176 

・安全上の注意 

詳細はホームページ掲載のユーザーズマニュアルをお読みいただき，本製品の機能･性能を十分ご理解の

うえ，正しくご使用ください。 
 

MEEFANホームページ URL 
http://www.mee.co.jp/sales/fa/meefan/ 
 

  安全上の注意   
(ご使用の前に必ずお読みください) 

 

据付け，運転，保守・点検の前に必ず本書および付属書類をすべて熟読し，正しくご使用くださ
い。 
機器の知識，安全の情報および注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。 

本書では，安全注意事項のランクを「警告」，「注意」として区分してあります。 
 

    

  警告  取扱いを誤ると，危険な状況がおこりえて，死亡または重傷を受ける
可能性が想定される場合。 

    

  注意  
取扱いを誤ると，危険な状況がおこりえて，中程度の傷害や軽傷を受
ける可能性が想定される場合および物的損害だけの発生が想定される
場合。 

    

なお， 注意に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。 
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 
禁止および強制の絵表示の説明を次に示します。 

 

  禁止(してはいけないこと)を示します。例えば，「火気厳禁」の場合は になります。 

  強制(必ずしなければならないこと)を示します。例えば，アース接地の場合は になりま

す。 

 

本書では，物的損害に至らないレベルの注意事項や別機能などの注意事項を「ポイント」として区
分してあります。 
お読みになった後は，使用者がいつでも閲覧できるところに保管してください。 

1. 感電防止のために 

 警告 
感電の恐れがあるため，配線作業や点検は，電源オフしたあと，15分以上経過し，チャージラ
ンプが消灯したのち，テスタなどでP+とN-間の電圧を確認してから行ってください。なお，
チャージランプの消灯確認は必ず補助コンデンサユニット，サーボアンプの正面から行ってく
ださい。 
サーボアンプおよびサーボモータは，確実に接地工事を行ってください。 
配線作業や点検は専門の技術者が行ってください。 

濡れた手で操作しないでください。感電の原因になります。 
補助コンデンサユニット，サーボアンプおよびサーボモータは，据え付けてから配線してくだ
さい。感電の原因になります。 

ケーブルは傷つけたり，無理なストレスをかけたり，重いものを載せたり，挟み込んだりしな
いでください。感電の原因になります。 
感電を避けるために，電源端子の接続部には絶縁処理を施してください。 

2. 火災防止のために 

 注意 
補助コンデンサユニット，サーボアンプ，サーボモータおよび回生抵抗器は，不燃物に取り付
けてください。可燃物への直接取付け，および可燃物近くへの取付けは，発煙および火災の原
因になります。 
電源と補助コンデンサユニット主回路電源(L1・L2・L3)との間には必ず電磁接触器を接続し
て，補助コンデンサユニットの電源側で電源を遮断できる構成にしてください。補助コンデン
サユニットが故障した場合，電磁接触器が接続されていないと，大電流が流れ続けて発煙およ
び火災の原因になります。 
電源と補助コンデンサユニットおよびサーボアンプの電源(L1・L2・L3)との間には必ず1台に
対し，ノーヒューズ遮断機またはヒューズを1台ずつ接続して，補助コンデンサユニットおよ
びサーボアンプの電源側で電源を遮断できる構成にしてください。補助コンデンサユニットお
よびサーボアンプが故障した場合，ノーヒューズ遮断機またはヒューズが接続されていない
と，大電流が流れ続けて発煙および火災の原因になります。 
回生抵抗器を使用する場合は，異常信号で電源を遮断してください。回生トランジスタの故障
などにより，回生抵抗器が異常過熱し発煙および火災の原因になります。 

補助コンデンサユニット，サーボアンプおよびサーボモータ内部にねじ，金属片などの導電性
異物や油などの可燃性異物が混入しないようにしてください。 

3. 傷害防止のために 

 注意 
各端子には本書及びサーボアンプ技術資料集にて決められた電圧以外は印加しないでくださ
い。破裂・破損などの原因になります。 
端子接続を間違えないでください。破裂・破損などの原因になります。 

極性(+・-)を間違えないでください。破裂・破損などの原因になります。 
通電中や電源遮断後のしばらく間は，補助コンデンサユニット，サーボアンプの冷却フィン，
回生抵抗器，サーボモータなどが高温になる場合があります。誤って手や部品(ケーブルなど)

が触れないよう，カバーを設けるなどの安全対策を施してください。 

4. 諸注意事項 

次の注意事項につきましても十分留意ください。取扱いを誤った場合には故障，けが，感電，火災
などの原因になります。 
 

 (1) 運搬・据付けについて 

 注意 
製品の質量に応じて，正しい方法で運搬してください。 

制限以上の多段積みはおやめください。 
補助コンデンサユニット，サーボアンプおよびサーボモータは，本書およびサーボアンプ，
サーボモータ技術資料集に従い質量に耐えうるところに据え付けてください。 

上に乗ったり，重いものを載せたりしないでください。 
取付け方向は必ずお守りください。 

 

 注意 

補助コンデンサユニットおよびサーボアンプと制御盤内面，またはその他の機器との間隔は，
規定の距離をあけてください。 

損傷，部品が欠けている補助コンデンサユニット，サーボアンプおよびサーボモータを据え付
けて，運転しないでください。 
補助コンデンサユニット通気口およびサーボアンプの吸排気口をふさがないでください。故障
の原因になります。 
補助コンデンサユニット，サーボアンプおよびサーボモータは精密機器なので，落下させた
り，強い衝撃を与えたりしないようにしてください。 

次の環境条件で補間およびご使用ください。 

 項目 環境条件  

 
周囲温度 

運転 0℃ ～ 55℃(凍結のないこと)  

 保存 -20℃ ～ 65℃(凍結のないこと)  

 
周囲湿度 

運転 
90%RH以下(結露のないこと) 

 

 保存  

 
雰囲気 

屋内(直接日光が当たらないこと)，腐食性ガス・引火性ガス・ 
オイルミスト・塵埃のないこと 

 

 標高 海抜 1000m以下  

 耐振動 5.9m/s
2
，10Hz ～ 55Hz(X，Y，Z各方向)  

 
保管が長期間に渡った場合は，当社にお問い合わせください。 
補助コンデンサユニットおよびサーボアンプを取り扱う場合，角など鋭利な部分に注意してく
ださい。 
補助コンデンサユニットおよびサーボアンプは必ず金属製の制御盤内に設置してください。 

 
 

(2) 配線について 

 注意 
配線は正しく確実に行ってください。サーボモータの予期しない動きの原因になります。 

 
 

(3) 試運転・調整について 

 注意 
運転前にサーボアンプの各パラメータの確認・調整を行ってください。機械によっては予期し
ない動きになる場合があります。 

 
 

(4) 使用方法について 

 注意 
即時に運転停止し，電源を遮断するように外部に非常停止回路を設置してください。 

分解，修理および改造はしないでください。 
改造は行わないでください。 
ノイズフィルタなどで電磁障害の影響を小さくしてください。補助コンデンサユニットおよび
サーボアンプの近くで使用される電子機器に電磁障害を与えることがあります。 
補助コンデンサユニットおよびサーボアンプを焼却や分解しますと有毒ガスが発生する場合が
ありますので，絶対にしないでください。 

補助コンデンサユニット，サーボアンプおよびサーボモータは指定された組合せでご使用くだ
さい。 

 
 

(5) 異常時の処置について 

 注意 
アラーム発生時は原因を取り除き，安全を確保してからアラーム解除後，再運転してくださ
い。 

瞬時停電復電後の不慮の再始動を防止する保護方策を設けてください。 

 

(6) 保守点検について 

 注意 
補助コンデンサユニットの電解コンデンサは，劣化により容量が低下します。故障による二次
災害を防止するために，一般的な環境(周囲温度40℃以下)で使用された場合10年程度で交換さ
れることを推奨します。 
長時間通電していない補助コンデンサユニットを使用する場合，当社にお問合せください。 

 
 

(7) 一般的注意事項 

 注意 
本書およびサーボアンプ，サーボモータ技術資料集に記載されている図解は，細部を説明する
ためにカバーまたは安全のための遮断物を外した状態で描かれている場合があります。製品を
運転するときは必ず規定どおりのカバーや遮断物を元どおりに戻し，本書およびサーボアン
プ，サーボモータ技術資料集に従って運転してください。 
 P+，N-端子の極性を間違えて接続しないよう，ご注意ください。破裂・破損などの原因にな
ます。 
 感電の恐れがあるため，配線作業や点検は，補助コンデンサユニットおよび接続しているサー
ボアンプの電源オフ後，チャージランプが消灯したのち，行ってください。 

 MR-J4_Aサーボアンプ技術資料集，およびMR-J4_Bサーボアンプ技術資料集の「安全上のご
注意」をご参照ください。 

 
 

  廃棄物の処理について   
 
本製品が廃棄されるときには，以下に示す2つの法律の適用を受け，それぞれの法規ごとの配慮が
必要になります。また，以下の法律については日本国内において効力を発揮するものであるため，
日本国外(海外)においては，現地の法律が優先されます。必要に応じて，最終製品への表示，告知
などをしていただくようお願いします。 

 
1. 資源の有効な利用の促進に関する法律(通称: 資源有効利用促進法)における必要事項 

(1) 不要になった本製品は，できる限り再生資源化をお願いします。 

(2) 再生資源化では，鉄くず，電気部品などに分割してスクラップ業者に売却されることが多
いため，必要に応じて分割し，それぞれ適正な業者に売却されることを推奨します。 

 

2.廃棄物の処理および清掃に関する法律(通称: 廃棄物処理清掃法)における必要事項 
(1) 不要になった本製品は前1項の再生資源化売却などを行い，廃棄物の減量に努められること

を推奨します。 

(2) 不要になった本製品が売却できずこれを廃棄する場合は，同法の産業廃棄物に該当しま
す。 

(3) 産業廃棄物は，同法の許可を受けた産業廃棄物処理業者に処理を委託し，マニフェスト管
理などを含め，適正な処置をする必要があります。 

 

サーボアンプの高調波抑制対策 
このサーボアンプ・補助コンデンサユニットは「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制
対策ガイドライン」(現: 経済産業省発行)の対象です。このガイドラインの適用対象になる需要家殿
は，高調波対策の要否確認を行い，限度値をこえる場合には対策が必要です。 
 

 第1章  はじめに  

 
1.1 製品の紹介 

補助コンデンサユニット「DG2CP1」は，三菱電機製サーボアンプのオプション品として対象
のサーボアンプと組合せて使用します。モータ回生エネルギを「DG2CP1」に蓄え，力行時の
エネルギとして使用することで，省エネを実現します。 

  ※以後，サーボアンプおよびサーボモータは三菱電機株式会社製のものを指します。 

 
1.2 マニュアルの紹介 

初めて補助コンデンサユニットをお使いいただく場合，補助コンデンサユニットに接続される
サーボアンプによって次のマニュアルが必要です。これらをすべて熟読し，補助コンデンサユ
ニットを安全にご使用ください。下表のマニュアルは三菱電機(株)よりお取り寄せください。 

 
マニュアル名称 マニュアル番号 

MELSERVO-J4 MR-J4-_A_(-RJ)/MR-J4-03A6(-RJ) サーボアンプ技術資料集 SH(名)030103 

MELSERVO-J4 MR-J4-_B_(-RJ) サーボアンプ技術資料集 SH(名)030098 

MELSERVO-J4 サーボアンプ技術資料集(トラブルシューティング編) SH(名)030108 

MELSERVO サーボモータ技術資料集(第3集) SH(名)030099 

EMC設置ガイドライン IB(名)67303 
 

※1：必要に応じて，リニアサーボモータ及びダイレクトドライブモータの各技術資料集もご準備ください。 

 

1.3 梱包内容 

梱包を開いて，お客様が注文された補助コンデンサユニットであるか，定格名板の記載内容で
確認してください。 

 
梱包品 数量 

補助コンデンサユニット 1 

補助コンデンサユニット取扱い説明書 (本書) 1 

 
1.4 仕様 

(1)   定格名板  

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(2)   標準仕様 
形名 

項目 DG2CP1 

定格入力電圧 三相AC200V ～ AC240V，50Hz/60Hz 

許容電圧変動 三相AC170 ～ AC264V 

定格出力電圧 DC283 ～ DC340V 

構造(保護等級) 自冷・開放(IP20) 

運転周囲温度 0℃ ～ 55℃(凍結のないこと) 

周囲湿度 90%RH以下(結露のないこと) 

外形寸法 (mm) 168(H)×45(W)×135(D) 

質量 (kg) 0.9 

 

 第2章  欧州EC指令への適合  

 
この補助コンデンサユニットは，サーボアンプと組合わせてEN61800-5-1，EN61800-3規格に適合
するように設計しています。 
表中および図中に記載しているサーボアンプの形名については1.2節記載のマニュアルを参照してく
ださい。 

 
2.1 欧州EC指令とは 

欧州EC指令は，EU加盟各国における規制を統一し，安全が保障された製品の流通を円滑にす
る目的で発令されました。EU加盟国では，販売する製品に対しEC指令のうち機械指令・EMC
指令・低電圧指令の基本的安全条件を満たしてCEマークを貼り付けること(CEマーキング)を義
務付けています。CEマーキングはサーボが組み込まれた機械・装置も対象になります。 

 
(1) EMC指令 

サーボアンプ・補助コンデンサユニットはEMC指令の対象であり，EMC指令に適合する
ように設計しています。また，このサーボアンプ・補助コンデンサユニットを組み込んだ
機械・装置も対象になります。このサーボアンプ・補助コンデンサユニットを組み込んだ
機械・装置をEMC指令に適合させるために，EMCフィルタを使用する必要があります。
具体的なEMC指令対処方法はEMC設置ガイドライン(IB(名)67303)を参照してください。 

 
(2) 低電圧指令 

低電圧指令は，補助コンデンサユニット，サーボアンプも対象であり，低電圧指令に適合
するように設計しています。 

 
(3) 機械指令 

補助コンデンサユニット，サーボアンプは機械を構成する主要コンポーネントです。 
このサーボアンプ・補助コンデンサユニットを組み込んだ機械が機械指令に適合している
ことを宣言されるまでは，機械を使用させないでください。 

 
2.2 適合のために 

各ユニットを据え付けた後に外観検査を行ってください。さらに，最終的に機械として性能検
査を実行し，検査記録を保管してください。 

 
(1) 使用する補助コンデンサユニット，サーボアンプおよびサーボモータ 

補助コンデンサユニット，サーボアンプおよびサーボモータは標準品を使用してくださ
い。 
補助コンデンサユニット 

サーボアンプ 
サーボモータシリーズ 

: DG2CP1 

: MR-J4-_A，MR-J4-_B 
: HG-JR_・HG-MR_・HG-KR_・HG-SR_・HG-UR_ 

 
(2) 構成 

下図のような構成になります 

 

 

 

(3) 環境 
(a) 補助コンデンサユニットは，IEC/EN 60664-1に規定されている汚染度2または1の環境

下で使用してください｡ そのためには，水・油・カーボン・塵埃などが入り込まない
構造(IP54)の制御盤に設置してください。 

 
 (b) 次の環境条件で使用してください。 

 
環境 条件 

周囲温度(注) 
運転中(凍結のないこと) 0°C ～ 55°C 

保存・輸送中(凍結のないこと) -20°C ～ 65°C 

周囲湿度 運転中・保存・輸送中(結露のないこと) 90%RH以下 

標高 
運転中・保存 1000m以下 

輸送中 10000m以下 
 

注. 周囲温度は制御盤内部の温度です。 

 

(c) 中性点接地の電源を使用してください。 
 

(4) 短絡定格(SCCR: Short Circuit Current Rating) 
このサーボアンプ・補助コンデンサユニットは，ピーク電流が5kA以下(最大500V)に制限
されている交流回路に適合していることを確認しています。 

 
(5) 配線と据付け 

(a) 補助コンデンサユニットは必ず金属製の制御盤内に設置してください。 
 

(b) 補助コンデンサユニットは中性点が接地されたY接続の電源においてIEC/EN 60664-1
に規定されている過電圧カテゴリⅢの条件で使用できます。 

 
(6) 配線保護について 

組み合わされるサーボアンプ電源にはサーボアンプに同梱されているマニュアルおよび
サーボアンプ技術資料集記載のヒューズ(T級)を使用してください。 

 

サーボモータ出力の合計 
ヒューズ 

クラス 電流 電圧 

300W以下 

T 

15A 

300V 300Wをこえて600W以下 
20A 

600Wをこえて1kW以下 
 

注. 上表は力率改善リアクトルを使用しない場合です。使用する場合はサーボアンプ技術資料集を参照してくだ
さい。 

 
(7) 周辺機器・オプション 

(a) 電磁接触器はサーボアンプ技術資料集記載機種のIEC/EN規格準拠品を使用してくださ
い。漏電遮断器(RCD)はタイプBのものを使用してください。使用しない場合は，二重
絶縁または強化絶縁でサーボアンプと他の装置のあいだに絶縁を確保するか，主電源
と補助コンデンサユニット，サーボアンプとの間にトランスを入れてください。 

 
(b) サーボアンプ技術資料集記載の電線は次の条件におけるサイズです。それ以外の条件

で使用する場合はIEC/EN 60204-1の表5および付属書Cに従ってください。 

・周囲温度 
・被覆 

: 40°C 
: PVC(ポリ塩化ビニル) 

・壁面または開放テーブルトレイに設置 
 

(c) ノイズ対策用としてはサーボアンプ電源にEMCフィルタを使用してください。 
 

(8) EMCテストの実施 
補助コンデンサユニット，サーボアンプを組み込んだ機械・装置のEMCテストは，使用
する環境・電気機器の仕様を満足する状態で電磁両立性(イミュニティ・エミッション)基
準に到達していることが必要です。 
サーボアンプに関するEMC指令対処方法については，「EMC設置ガイドライン(IB(名)  

67303)」を参照してください。 
 
 第3章  UL/CSA規格への適合  

 
この補助コンデンサユニットは，サーボアンプと組合わせてUL 61800-5-1，CSA C22.2 No.14規格
に適合するように設計しています。表中および図中に記載しているサーボアンプの形名については
1.2節記載のマニュアルを参照してください。 
 

(1) 使用する補助コンデンサユニット・サーボアンプ 
    DG2CP1+MR-J4-_A(1kW以下)，MR-J4-_B(1kW以下) 
 

(2) 設置 
補助コンデンサユニットは盤内据付け(Open type UL 50)の製品です。盤の容積は，各ユ
ニットの合計容積の150%以上あり，盤内温度が55°Cをこえないように設計してくださ
い。 
補助コンデンサユニットは必ず金属製の制御盤内に設置してください。 
IEC/EN 60664-1に規定されている汚染度2または1の環境下で使用してください｡ 

 
(3) 短絡定格(SCCR: Short Circuit Current Rating) 

この補助コンデンサユニット，サーボアンプはULの短絡試験で，ピーク電流が5kA以下
(最大500V)に制限されている交流回路に適合していることを確認しています。 

 
(4) コンデンサ放電時間 

接続されるサーボアンプによってコンデンサ放電時間は異なります。 
安全のために電源オフ後，チャージランプが消えてから使用してください。 

 
(5) 配線と据付け 

補助コンデンサユニットは中性点が接地されたY接続の電源においてIEC/EN 60664-1に規
定されている過電圧カテゴリⅢの条件で使用できます。 

 
(6) 電線選定例 

UL/CSA規格に対応する場合，配線にはUL認定の60/75°C定格の銅電線を使用してくださ
い。 

 

補助コンデンサユニット     
電線 

L1・L2・L3 P+・N- 

DG2CP1 AWG14(2㎜
2
) AWG14(2㎜

2
) 

   
(7) 配線保護について 

アメリカ合衆国に設置する場合は，分岐線の保護はNational Electrical Code，現地の規格
にしたがって実施してください。カナダ国内に設置する場合は，分岐線の保護はCanada 

Electrical Code，各州の規格および次表にしたがって実施してください。 
サーボアンプ電源には，サーボアンプに同梱されているマニュアルおよびサーボアンプ技
術資料集記載のヒューズ(T級)を使用してください。 

 

サーボモータ出力の合計 
ヒューズ 

クラス 電流 電圧 

300W以下  
T 

15A 

300V 300Wをこえて600W以下 
20A 

600Wをこえて1kW以下 
 

注. 力率改善リアクトルを使用しない場合です。使用する場合はサーボアンプ技術資料集を参照してください。 

 
(8) サーボアンプオプション・周辺機器 

UL/CSA規格対応品を使用してください。 
 
 

 
 
 

 
 
 

形名 

保護機能 製造番号 

マニュアル番号 

定格出力電圧 定格出力ワット 

定格入力電圧 定格入力電流 周波数 

  

1
6
8

 

1
5
6

 

ヒューズ 

F 

補助コンデンサユニット 

サーボアンプ 

電磁接触器 

MC 



 

(9)接続例 
・DG2CP1 

 

 

 

 

*1：P3 と P4 間の接続済み短絡バーを外して接続してください。 

   力率改善 DC リアクトルを使用する場合は，*2 部に接続してください。 

    なお，力率改善 DC リアクトルと力率改善 AC リアクトルを同時に使用することはできません。 

   また，補助コンデンサユニットとサーボアンプ間の配線長は，5m 以下として頂き，電線はツ 

イスト処理をしてください。 

 *3：必ず P+と D 間を接続してください。(出荷状態で配線済みです。) 

   回生オプションを使用する場合，「サーボアンプ技術資料集」を参照してください。 

 *4：エンコーダケーブルにはオプションケーブルの使用を推奨します。 

   ケーブルの選定については，「サーボモータ技術資料集(第 3 集)」を参照してください。 

 *5：シンク入出力インタフェースの場合です。 

    ソース入出力インタフェースについては，「サーボアンプ技術資料集」を参照してください。 

 *6：サーボモータ電源線の接続については，「サーボモータ技術資料集(第 3 集)」を参照してく 

ださい。 

 *7：動作遅れ時間(操作コイルに電流が流れてから，接点が閉じるまでの時間)が「80ms」以下の 

電磁接触器を使用してください。 

   主回路の電圧および運転パターンによっては母線電圧が低下し，強制停止減速中にダイナ 

ミックブレーキ減速に移行する場合があります。ダイナミックブレーキ減速を望まない場合， 

電磁接触器オフにする時間を遅らせてください。 

 *8：サーボアンプの予期しない再起動を防止するため，主回路電源をオフしたら「EM2」もオフ 

する回路を構成してください。 

 *9：STO 機能を使用しない場合，サーボアンプに付属している短絡コネクタを装着してください。 

 *10：L11 および L21 に使用する電線の太さが，L1，L2 および L3 に使用する電線の太さより細い 

場合，ノーヒューズ遮断器を使用してください。 

 *11：故障の原因になるため，サーボアンプの U，V，W および CN2 に，間違った軸のサーボモー 

タを接続しないでください。 

 *12：便宜上，入力信号用と出力信号用の DC24V 電源を分けて記載していますが，1 台で構成可能 

です。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 第4章  点検  

 

 警告 

 
・感電の恐れがあるため，保守および点検は電源オフしたあと，15分以上
経過しチャージランプが消灯したのち，テスタなどでP+とN-間の電圧を
確認してから行ってください。なお，チャージランプの消灯確認は必ず
補助コンデンサユニット，サーボアンプの正面から行ってください。 

・感電の恐れがあるため，専門の技術者以外は点検を行わないでくださ
い。修理および部品交換は当社にご連絡ください。 

 

 

注意 

・補助コンデンサユニットの絶縁抵抗測定(メガテスト)を行わないでくだ
さい。故障の原因になります。 

・お客様で分解・修理を行わないでください。 
 

 

(1) 点検項目 
定期的に次の点検を行うことを推奨します。 

 
(a) ケーブル類に傷または割れはないか，確認してください。特に可動する場合は，使用

条件に応じて定期点検を実施してください。 
 

(b) 補助コンデンサユニットおよびサーボアンプにコネクタが正しく装着されているか，
確認してください。 

 
(c) コネクタから電線が抜けていないか，確認してください。 

 
(d) 補助コンデンサユニットおよびサーボアンプに埃が溜まっていないか，確認してくだ

さい。 
 

(e) 補助コンデンサユニットおよびサーボアンプから異音が発生していないか，確認して
ください。 

 
(f) 制御盤設置のねじに緩みがないか，確認してください。緩んでいたら増締めしてくだ

さい。 
 

(2) 寿命部品 
部品の交換寿命は次のとおりです。ただし，使用方法や環境条件により変動しますので，
異常を発見したら交換する必要があります。部品交換は当社にて承ります。 

 
部品名 寿命の目安 

平滑コンデンサ 約10年 

突入リレー 主回路 電源投入回数 約10万回 

 
(a) 平滑コンデンサ 

平滑コンデンサはリップル電流などの影響で特性が劣化します。コンデンサの寿命
は，周囲温度と使用条件に大きく左右されます。空調された環境条件(周囲温度40°C以
下)で連続運転した場合，約10年で寿命になります。 

 
              (b)  突入リレー 
      突入リレーは開閉電流による接点摩耗で接触不良が発生します。電源容量により左右 
      されますが，主回路電源投入回数約10万回で寿命になります。 

 
 
 

 

第5章  アラーム・警告  

 

補助コンデンサユニットは，ユニット内母線電圧残留を示す「チャージランプ」と，過熱による部
品の故障を防ぐために「過熱検知機能」を搭載しております。 
「チャージランプ」，「過熱検知」により，運転が停止した場合は下表の要因が考えられます。下
表に従い，適切な処置を施してください。また，過熱保護のために，上位コントローラにリレー接
点入力による過熱保護シーケンスを組んでください。 
 

発生現象 発生要因 調査方法 処置 

チャージランプが点
灯しない。 

(1) 補助コンデンサユニットの主
回路電源の配線が外れてい
る。 

補助コンデンサユニットの
主回路電源の配線を確認す
る。 

正しく接続してください。 

(2)を確認してください。 

(2) 補助コンデンサユニットまた
は，サーボアンプが故障し
た。 

主回路電源電圧は仕様の範
囲内であるが，母線電圧が
DC200V 未満である。 

補助コンデンサユニットまた
は，サーボアンプを交換して
ください。 

主回路電源が入力さ
れない。 
(サーボアンプにア
ラーム表示なく，
サーボアンプ ALM
端子接続の RA がオ
ンしない。) 

(1) 
周囲温度が55℃を超えてい
る。 

周囲温度を確認する。 周囲温度を下げてください。 

(2) 
過負荷状態で繰り返し電源の
オフ/オンを実施した。 

過負荷状態の状態が何度も
発生したか確認する。 

運転パターンを見直してくだ
さい。 

(3) サーボアンプが故障した。 
サーボアンプを交換し，再
現性を確認する。 

サーボアンプを交換してくだ
さい。 

(4) 
補助コンデンサユニットが故
障した。 

補助コンデンサユニットを 
交換し，再現性を確認す
る。 

補助コンデンサユニットを交
換してください。 

 
補助コンデンサユニットに関係する，サーボアンプのアラーム・警告については，「DG2CP1 ユー
ザーズマニュアル(詳細編) 」を参照してください。 

サーボアンプのアラーム・警告の詳細については，「サーボアンプ技術資料集(トラブルシューティ
ング編)」を参照してください。 
 

 第6章  外形図・配線    

 
6.1 外形図 

 
 

取付けねじ 
必要数 ねじサイズ 締付けトルク 

2個 M5 3.24[N・m] 

 
 

 

6.2 配線方法 
 (1)電線絶縁体の加工及び挿入方法 

CNP1，CNP2及びTE1の配線方法の詳細は，「DG2CP1 ユーザーズマニュアル(詳細編) 」を
参照してください。 
下記の図を参考にして電線の加工を行ってください。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

次の図のように芯線を軽く撚りなおして真っすぐにしてください。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
オープンツールを次の図のように差し込み，オープンツールを押し下げてスプリングを開き
ます。オープンツールを押し下げた状態を維持し，ストリップした電線を電線挿入穴に挿入
します。電線絶縁体がスプリングに噛み込まないよう挿入深さを確認してください。 
オープンツールを離し，電線を固定します。電線を軽く引っ張り，確実に電線が接続されて
いることを確認してください。 
 

 

 
 (2)設置について 

各ユニット上面と制御盤内面との間隔を大きくあけたり，冷却ファンを設置したりして，制御
盤内部温度が環境条件を超えないようにしてください。 
各ユニットを密着取り付けする場合，取付け公差を考慮してとなり合うサーボアンプと1mm
の間隔をあけてください。この場合，周囲温度を0℃～45℃にするか，実効負荷率75%以下で
使用してください。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

[品質保証内容] 
 
1.無償保証期間と無償保証範囲 

無償保証期間中に，製品に当社側の責任による故障や瑕疵 (以下併せて「故障」と呼びます) が発生した場合，当
社はお買い上げいただきました販売店を通じて，故障した製品と引換えに無償で製品の代品を納入させていただきま
す。また，故障ユニットの取替えに伴う現地再調整・試運転は当社責務外とさせていただきます。 

 

[無償保証期間] 
製品の無償保証期間は，お客様にてご購入後またはご指定場所に納入後12ヶ月とさせていただきます。ただし，当社

製品出荷後の流通期間を最長6ヶ月として，製造から18ヶ月を無償保証期間の上限とさせていただきます。また，修理
品の無償保証期間は，修理前の無償保証期間を超えて長くなることはありません。 

 
[無償保証範囲] 
(1) 使用状態・使用方法，および使用環境などが，取扱説明書，ユーザーズマニュアル，製品本体注意ラベルなどに記

載された条件，注意事項などにしたがった正常な状態で使用されている場合に限定させていただきます。 
(2) 無償保証期間内であっても，以下の場合には有償による代品納入とさせていただきます。 

(i) お客様における不適切な保管や取扱い，不注意，過失などにより生じた故障およびお客様のハードウェアま
たはソフトウェア設計内容に起因した故障。 

(ii) お客様にて当社の了解なく製品に改造などの手を加えたことに起因する故障。 
(iii) 当社製品がお客様の機器に組み込まれて使用された場合，お客様の機器が受けている法的規制による安全装

置または業界の通念上備えられているべきと判断される機能・構造などを備えていれば回避できたと認めら
れる故障。 

(iv) 取扱説明書などに指定された消耗部品が正常に保守・交換されていれば防げたと認められる故障。 
(v) 消耗部品 (リレー，平滑コンデンサなど) の交換。 
(vi) 火災，異常電圧などの不可抗力による外部要因および地震，雷，風水害などの天変地異による故障。 
(vii) 当社出荷当時の科学技術の水準では予見できなかった事由による故障。 
(viii) その他，当社の責任外の場合またはお客様が当社責任外と認めた故障。 

 

2.生産中止後の有償修理期間 
(1) 当社が有償にて製品修理を受け付けることができる期間は，その製品の生産中止後7年間です。 

生産中止に関しましては，当社ホームページ内 MEEFANでアナウンスをさせていただきます。 
（URL:http://www.mee.co.jp/sales/fa/meefan/） 

(2) 生産中止後の製品供給(補用品を含む)はできません。 

 
3. 海外でのサービス 

海外におけるサービスは対象外といたします。 

 

4. 機会損失，二次損失などへの保証責務の除外 
無償保証期間の内外を問わず，当社の責に帰すことができない事由から生じた障害，当社製品の故障に起因する

お客様での機会損失，逸失利益，当社の予見の有無を問わず特別の事情から生じた損害，二次損害，事故補償，当
社製品以外への損傷，およびお客様による交換作業，現地機械設備の再調整，立上げ試運転その他の業務に対する
補償については，当社責務外とさせていただきます。 

 

5. 製品仕様の変更 
カタログ，マニュアルもしくは技術資料集などに記載の仕様は，お断りなしに変更させていただく場合がありま
すので，あらかじめご承知おきください。 

 

6. 製品の適用について 
(1) 本製品をご使用いただくにあたりましては，万一機器に故障・不具合などが発生した場合でも重大な事故にいた

らない用途であること，および故障・不具合発生時にはバックアップやフェールセーフ機能が機器外部でシス
テム的に実施されていることをご使用の条件とさせていただきます。 

(2) 本製品は，一般工業などへの用途を対象とした汎用品として設計・製作されています。したがいまして，各電力
会社殿の原子力発電所およびその他発電所向けなどの公共への影響が大きい用途や，鉄道各社殿および官公庁殿
向けの用途などで，特別品質保証体制をご要求になる用途には，ドライブグッズの適用を除外させていただきま
す。また，航空，医療，鉄道，燃焼・燃料装置，有人搬送装置，娯楽機械，安全機械など人命や財産に大きな影
響が予測される用途へのご使用についても，当社ドライブグッズの適用を除外させていただきます。 
ただし，これらの用途であっても，事前に当社窓口へご相談いただき，用途を限定して特別な品質をご要求され
ないことをお客様にご了承いただいた場合には，必要な文書の取り交わしの上，適用可能とさせていただきます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒102-0073 東京都千代田区九段北 1-13-5（ヒューリック九段ビル） 
ホームページ URL http://www.mee.co.jp/ 

お問い合わせ（営業拠点） 
営 業 統 括 部  TEL(03)3288-1103  FAX(03)3288-1575 
東 日 本 営 業 支 社  TEL(03)3288-1743  FAX(03)3288-1575 

東北駐在   TEL(022)216-4616  FAX(022)216-4716 
中 日 本 営 業 支 社  TEL(052)565-3435  FAX(052)541-2558 

北陸駐在   TEL(076)233-6011  FAX(076)233-5510 
静岡駐在   TEL(054)202-5637  FAX(054)202-5635 

西 日 本 営 業 支 社  TEL(06)6347-2926  FAX(06)6347-2983 
中 四 国 支 店  TEL(082)248-5390  FAX(082)248-5391 
九 州 支 店  TEL(092)721-2202  FAX(092)721-2109 

技術的なお問い合わせは 
名古屋事業所(サーボプロジェクト)  TEL (0568)36-2005 FAX (0568)36-2044 

受付／9：00～17：00 月曜～金曜（土・日・祝祭日，春季・夏季・年末年始の休日を除く通常業務日） 
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9mm 

制御盤 制御盤 

間隔をあける場合 密着取付けの場合 

天 

地 

30 mm 
以上 

30 mm 
以上 

30 mm 
以上 

40 mm以上 40 mm以上 

100 mm以上 100 mm以上 

10 mm以上 1 mm 1 mm 


